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　新　春　雑　感
一

会 長　　元 良 誠 三
＊

飜鑿繋饗蒙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ル を高め る こ とで 本来 の 役割を 果 して ゆ くこ とは 勿論 で

沿 っ て，学会も ど うや ら無事 に 走 っ て 来た と云 う所 で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あ りますが ， 問題に よ っ て は ， 技術委員会単位 で ， 直接問

す 。 学会の 基盤を揺る が せ て い た 退会者の 続出も，造船

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 題に 取組む こ とも考えて よい の で は ない か と思い ま す 。

業界が よ うや く生色 を取戻す に つ れて 暫減して ，昨年は

会員数 。 増減ゼ 。 と云 う状態に な ， て 来 た ・ と 臆 ば し 　緲 ・会員樋 の 欟 に つ い て
一

寸述 べ さe て い ただ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎます 。 会誌 628 号の 阪 大 の 中村教授の 書か れた 随想 に

い 限b で す 。

学会。 鰈 も予定通 ・驪 ・ 行われ 駕 涙 季鞭
・ ・ ます躙 醋 船齢 西 部造船会共 に 定款 の 帖

も担当。 方。 の 備 折 りに よ ・， 大 蘊 会で
， 急拠会場 会員櫃 ・ 雛 を 計る と云 う事が 書 い て あ ・ て 旧 精

を 大きい 所 に 顛 す 。程 で ・た ・ ， 会誌 ・ 内容 轣 代・ 船学会に は それ 撫 い との 事で ・ そ 嚥 か ど う力擁 か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に 関西造船協会や西部造船会の 方が 会員相互 の 親睦の 実

編集理事 と委員の 方 k の 御努力で ，大変くだ け て 読 みや

す く。 。 tt、い 騨 で す e　 J・・，造船臑 集 ・ 籥 復 が 挙が ・ て ・ る よ うに 思わ れ ま す ・ 昨鰍 長騨 わ れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た造船三 学会連合講演会の 懇親会 が
，

180 人 を 超 え る参

原 性 に 関す る 国際会議，及び PRADS シ ソ ポ ジ ウ ム の

準 懈 も着礎 ． で ・
・
　。，学 会も造船不 況… 底 ・ 頃 儲 蝶 め ・ 盛大で あ・ た の は ・ 記憶噺 い 所 で あ り

眦 べ 。 ，明る さ 輙 戻 ． ・来た と云えま し ・ う． 　 ます・・撚 定款 ・ 為ばか りで ない こ と跏 論 で ・蹴

も 。 と も造鰈 の 景気 。 姫 りは，も う
一息 とい う所 や漣 働 勘 学会・規欝 に も関係 し て い る こ と と

で は ず み ，、・tt，．t
・
，や や 横ばい ・ 気配観 せ … す 思・ ま蝋 躰 造船学会も ・ もう少 し会員の 親睦蜥

、x
，

。 れ は 立 直 ， の キ 。
カ ヶ とな 。 た 中型 …

一
の 代 る とい う機能があ ・ て もv’い の で は ない か と思 い ま す ・

醜 齔 ．・ル ク 。 。 ・ヤ ーの 継 …
一

巡 ・た た め と 　 そ ・ 努力 ・
一環と して 今年 の 春季大会 に は ・久 し く途

見られ 。 い ます ． 又待se・ 大型 ・ ・ カ
ーの 代鍵 造額 繊 ・ い 硯 学会を齲 して，雌 業 を 見学 して参考1’：

も ， 世黝 な石鰤 解 ドlcよる 瀕 鏃 少の た め， す る ・ と と澑 親・ 実騨 げ る こ と とを 企 画 して い ます

か な り先蜒 ぴ そ う櫞 子 で す．従 ・ て 当分瞰 発轢 ・ で
・ 奮 ・ て 御飾 下さL ・・賭 季絵 の 後の繖 会 に

出て 来る需要蘭 応 出来る よ 鵬 鑛 目蠍 建造繭 若い 脈 の 人が 出 やす くす る為 ・こ・　 f’ラ 絵 嫌 ね て も

く様 に 造船所 の 璧 シ ス テ ・ 嬢 換す る とか ， 積齣 に ら ・ た らどうか 等 と考え て い ます・

薪 い 艦 の 霰 を創出す ・ 勠 祕 要 で あ る と＝ ib2・L 思V ・つ くま 蝋 い ・ L ・ろ 申 し上げ ま しf°h：，今年 は

て お ります ． 又躙 の 衢 に 立 つ 場合，榔 需要が出て 造船界 が脚 ・ も増 し硼 る く鳩 学会 の 皆様礪 ん

ぎて も，造鰈 の ・ うな が 要 。 て しか も躰 砺 れ で 羅 出来 る ・ う脚 ・な る こ と蜥 りつ つ
i
　 ma文鯲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ります。
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